
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

簡単には決めつけられない 

中国の多面的な実像 

  国会議員として最新の中国事情を現地で知る

ために 2010年 12月に２泊３日のスケジュール

で中国の北京を訪問しました。現地では日本政

府関係者や北京に支社を置く日本企業の責任者

のほか、日本を研究している中国政府機関の中

国人責任者とも懇談し、さらに資生堂の北京工

場を視察することができました。 

  この訪問で痛感したのは、中国について日本

のマスコミが報道している内容はステレオタイ

プ（形にはまって画一的）であり、実際の中国

にはもっと多面的で複雑な要素が多いというこ

とです。また、中国の政治は日本的な民主政治

の枠組みではうまく捉えられないという印象を

持ちました。 

   

●中国市場の巨大な潜在能力 

  ７年前に１度北京を訪問したことがあるので、

今回は２度目となります。まず驚いたのは降り

立った北京空港です。７年前とは違って巨大な

空港へと一変していました。北京市内に入った

とき、７年前は家庭や工場で使っている燃料が

石炭だったため町中に石炭の臭いがしたのです

が、石炭から天然ガスへと変わり、今回はまっ

たくそういうことはありませんでした。北京の

市街地も大きく発展しており、巨大なビルが目

抜き通りにびっしりと建っていて、そこに中国

経済の急速な成長ぶりが如実に表れています。 

  経済面で見れば、中国は 20 年以上の長期に

わたって年平均９%以上の実質ＧＤＰ（国内総

生産）成長率を達成してきました。2010年の中

国のＧＤＰは日本を抜いて世界第２位になると

も予想されています。一方、2010年の１人当た

りＧＤＰは 3600 ドル程度で、アメリカの４万

7000ドル台、日本の３万 8000ドル台と比べて

まだ大きな開きがあります。一般的には１人当

たりＧＤＰが 5000～１万ドルを越えるとモー

タリゼーションが起こり、一般大衆にも自動車

普及が進むと考えられています。中国の新車販

売台数は 2009年には 1364万台に達しており、

2010年には 1800万台前後（日本では同 500万

弱と推計される）になると見込まれています。

これはアメリカに匹敵する規模です。それでも

まだ中国では本格的なモータリゼーションが起

こっていないわけで、中国市場の潜在能力の大

きさには圧倒されます。 

   

●日本と遜色ない資生堂北京工場 

  北京市の南の外資系工場が集まる地区に資生

堂北京工場もあります。工場視察では靴カバー

と白衣を着け、エリアによっては頭髪を覆うキ

ャップも被ったのですが、中国人女性従業員の

真面目で熱心な仕事ぶりには感心しました。工

場の日本人責任者によれば日本の工場とまった

く遜色のない仕事ぶりということでした。 
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  資生堂化粧品は中国では高い価格帯にもかか

わらず、中国女性に大人気です。今後の需要拡

大も大いに期待できるのは、この人気に加え、

中国女性には日常的に化粧をする人の割合がま

だ少ないからです。1990年代に化粧をしていた

中国女性は全体の３％程度の 1800 万人ほどで

した。それが現在では５％ほどに増えて 3000

万人へと広がっています。これは化粧をする日

本女性の 3000～4000万人と同じくらいですが、

中国女性の数からすればこれから爆発的に化粧

品の需要が増えていくでしょう。 

 

●独裁国家と民主国家との違いを認識 

  さて、中国の政治ですが、日本の一般的な報

道ですと、「中国は共産党一党独裁の下で軍備を

拡張して周辺国家に脅威を与え、国内では強権

的な政治を行っている」ことになります。日本

のような民主国家から見れば、一面では確かに

そういう見方もできるでしょう。しかし今回、

そのような画一的で形にはまった単純な見方だ

けでは中国を捉えきれないと感じました。 

  日本は中国と大和朝廷ができる以前から接触

はあったわけですが、７世紀の遣隋使から本格

的な国交が始まりました。以来、1300年以上に

もわたって隣国としての深い関係を築いてきま

した。今後も 100 年先、1000 年先でも隣国同

士ですから、日中両国の関係はやはり長いスパ

ンで考えなければならないでしょう。 

  また、日本にいると中国は一党独裁で民意な

ど無視しているように見えるのですが、民意に

反する政治では政権が持たないことを中国政府

自身もよく認識していて、たとえば中国政府は

インターネット上の中国国民の発言にとても注

意を払っています。 

私も今回の訪問で中国政府はむしろ民意をく

み取るのに神経質になっているように感じまし

た。従って、国民の不満の高まりを察知すると

迅速に対応策を打つことが政権維持の姿勢に組

み込まれています。 

 

●中国の指導者を養成するシステム 

  日本の政治家は選挙で選ばれますが、中国の

指導者への道は大きく分けて２つあります。１

つは、2012年には国家主席になるとされる習近

平副主席のような太子党（中国共産党の高級幹

部の子弟等で特権的地位にいる者たち）の道。

もう１つは、中国各地にある共産党青年団から

能力や実績によって選抜されるという道です。 

  後者についていえば、私の友人のご子息が

2010年 10月末に中国の武漢市で開かれた国際

ゲーム大会に日本代表選手として出場したので

すが、この大会には数百人規模もの地元大学生

のボランティアスタッフが動員されました。こ

れらのボランティアスタッフを組織し指導して

いたのが共産党青年団から派遣された人たちで

した。彼らの年齢も大学生と同じくらいですが、

有能な仕事ぶりで日本選手団へのバックアップ

もとても行き届いていたそうです。 

  共産党青年団は広い中国全土で展開しており、

それぞれから優秀な人材が選抜され、最終的に

は共産党中央や政府に入って活躍するというこ

とになります。日々試され、選考され、途中で

失脚すれば返り咲くことは難しいのではないで

しょうか。中国共産党の指導者や指導者を目指

す人たちは緊張感に包まれた日々を送っている

わけで、その緊張感の中には指導力の発揮とと

もに民意に対応することも含まれると考えます。 

  振り返って日本の政治家を見ると、選挙で選

ばれたということだけで民意を受けたという気

持ちになって、日々の国民の生活と民意を探る

努力を忘れがちになる恐れもあるのではないで

しょうか。選挙は参議院議員ですと６年に１回、

衆議院議員ですと平均３年弱に１回ですから、

常に国民の生活と本音の民意を汲み取る努力を

しなければなりません。 

  以上のように、政治家と民意の関係について

改めて考えさせられるとともに、我が国の国力

（総合力）を強くしっかり保つことを改めて決

意した訪問でもありました。 


